
  住宅耐震化緊急アクションプログラム(以下「アクションプログラム」という。)は、木造住宅の耐震化を

緊急的に促進するため、下記取組みを実施し、耐震化の意識啓発及び情報提供の充実を図ることを目的とする。

  アクションプログラムは、うきは市耐震改修促進計画 第４章「計画の実現に向けて」に基づき策定する。

◆財政的支援

・木造住宅耐震診断費補助 ・・・1件につき3,000円

・木造住宅耐震改修事業費補助 ・・・耐震改修工事に要する費用の額の50%(上限80万円)

◆普及啓発等

・住宅所有者に対して直接的に耐震化を促す

市広報誌への掲載。

住宅相談会において、相談希望者に対して補助制度の説明を行う。

・耐震診断支援した住宅に対して耐震改修を促す

これまでに耐震診断を実施し、上部構造評点が1.0未満の住宅所有者に対して、電話等により耐震改修の

意向を確認し、補助制度等の説明を行う。

・耐震改修事業者等の技術力向上、相談案内

建築関係団体に対し速やかに、講習会の開催等情報の提供を行う。

住宅所有者に対して耐震改修事業者等の情報提供を行う。

・耐震化の必要性に係る普及・啓発

福岡県耐震診断アドバイザー制度、リーフレットによる紹介等。

耐震改修に関する講習会やセミナー、イベント情報の提供。

うきは市ホームページでの啓発情報の提供。

木造住宅耐震診断費補助件数 ( ) 件

木造住宅耐震改修事業費補助件数 ( ) 件

木造住宅耐震診断費補助件数 ( ) 件

木造住宅耐震改修事業費補助件数 ( ) 件

うきは市住宅耐震化緊急促進アクションプログラム

１  目的

３  取組み内容・計画(令和５年度)

２  位置付け

５  前年度実績(令和４年度)
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前年度取組み実績

・市報での補助制度の紹介

・ホームページでの補助制度の紹介

・住宅相談会の実施

・補助制度のチラシを市内回覧

相談件数は増えているが、改修費用の負担、窓等がなくなることへの抵抗等があり、改修まで進めない

ことがある。

相談があった際の直接的な啓発を、より充実させる。

７  課題

８  改善点

６  取組み実績に関する自己評価


